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	応用
	抗原情報
	背景
	発生過程に関与する転写抑制因子。四肢パターン形成に関与していると考えられる。発生過程に関与する転写抑制因子 (PubMed:10468588)。いくつかの遺伝子の調節領域に存在するパリンドローム T サイト 5'- TTCACACCTAGGTGTGAA-3' DNA 配列、またはその半分の部位に結合します (PubMed:12000749)。四肢パターン形成に関与していると考えられる (PubMed:10468588)。乳腺プラコード誘導、および発生中の乳腺芽の維持に必要 (類似性による)。標的遺伝子の負の調節を介して、発生中の肺と成体乳腺の両方で分岐形態形成に関与し、TBX2 と重複して作用します (類似性による)。TBX2 とともに、胎児の肺間葉系における細胞増殖の維持に必要SHH、BMP、TGFβシグナル伝達の下流で作用すると考えられる（類似性に基づく）。初期の内耳発達の調節に関与し、発達中の耳の様々なサブ領域においてTBX2とは独立して、また同時に重複して作用する（類似性に基づく）。細胞老化においてPML機能の負の調節因子として作用する（PubMed:22002537）。
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	MCF7 細胞溶解物中の Tbx3 発現のウェスタン ブロット分析。

